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連載 第15回

●デイサービスの開業を 
こっそり（！？）検討している
方必読！

　私は仕事柄，デイサービスの経営者や管

理者と接する機会が多いです。また，私自

身がデイサービスの運営に携わっていない

こともあり，今まで知り合った経営者から，

成功談から失敗談までたくさんの経験談を

聞いてきました。中には，管理者の方など

から「将来，デイサービスを開設しようと

思っていますので，その時は利用者を紹介

してください！」という内緒話を聞くこと

もありますが，実際は，「えっ！　もう起

業したのですか！？」という方や，準備期

間をきちんと設けて起業する方，そして，

いつまで経っても準備中の方の３つに分か

れるようです。

　もちろん，起業することが一番良いわけ

でもありませんし，「この人についていき

たい」と思えるような経営者と一緒に仕事

をしているのであれば，その人を支える立

場も十分にやりがいがあります。そのため，

最終的には本人の性格や置かれた状況によ

り，個々で答えを導き出すことになります

が，今回は特に起業を検討している方に役

立つ事例となるはずです（そうではない方

にも役立ちます！）。

　取材にご協力いただいたのは，福岡県中

間市垣生にある「株式会社フルディライ

ト」代表取締役の福永道晴さんです。開業

時は，「人脈なし」「（デイサービスの）経

験なし」「お金なし」の状況だった福永さ

んは，どのようにして事業を運営していっ

たのでしょうか？　今回は，その体験談を

紹介したいと思います。

福永氏がデイサービスを

はじめた理由を教えてく

ださい。

私が，初めに介護事業を

立ち上げたのは，デイサー

ビスではなくグループホー

ムでした。立ち上げたと

言っても，実際は母との共

同経営です。私は，20代の頃から「起業

しよう」と考えていましたが，その業種を

介護事業と決めていたわけではありません

インタビュー

株式会社フルディライト

代表取締役　福永道晴さん
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でした。そうした中，グループホームを立

ち上げようと思った理由は，母が長年介護

の仕事をしていたからです。勤務先の介護

施設で朝から夜遅くまで休みなく働き，仕

事から帰っても自宅で介護の勉強をしてい

る母の姿を子どもの頃からずっと見ていた

ので，「母と一緒に頑張れば，必ずうまく

いく！」と思ったのです。

　最初に勤めたグループホームは，１ユ

ニット（定員９人）のアットホームな施設

でした。当時の介護度は平均4.4で，意思

の疎通がうまくいかない入居者が半数を占

めていました。私もグループホームのス

タッフに教わりながら一生懸命に入居者の

お世話をしていましたが，その介護は私が

はじめにイメージしていたものとは少し

違っていました。１日の大半がトイレや食

事の介助などに追われ，入居者に楽しんで

もらえるような支援がほとんどできない…。

グループホームでお預かりしている入居者

が施設で安心して生活してもらうために

は，そうした介助や支援は必要ですが，そ

れは，私が生涯を通してやりたいことでは

なかったのです。

　こうしたことから，私はいったん介護業

界を離れることになりました。ただ，介護

の仕事を通して知り合った看護師に，「あ

なたは介護の仕事が絶対に向いているから

続けてみて！」と何度も説得されました。

その熱意に押されて別の住宅型有料老人

ホームに再就職したのですが，そこにも私

が求めていた “介護” はありませんでした。

　そのため，私は介護の仕事に見切りを付

け，子ども服の販売事業で再び起業しまし

た。なぜなら，当時の私は，グループホー

ムと住宅型有料老人ホームで経験したもの

が “介護” だと思っていたからです。つま

り，それ以外の介護を知らなかったし，想

像もできなかったのです。子ども服の販売

事業は大変ながらも売り上げは伸び続け，

経営も少しずつ安定していきました。そう

した中で，私に転機が訪れました。子ども

服の店舗を開設した後に知り合った経営者

から，「面白い取り組みをしているデイ

サービスがあるから，見学に行ってみませ

んか？」と誘いを受けたのです。実際，こ

れまでの経験から「もう介護の仕事はしな

い」と思っていたのですが，この時も声を

掛けてもらった経営者の強い勧めを断るこ

とができず，デイサービスを見学すること

になりました。

　その見学が私の運命を変えることになっ

たのです。見学をする前は何の期待もして

いなかったのですが，そのデイサービスで

は利用者が楽しそうに運動をしていまし

た。それも，他人にやらされているような

雰囲気でもありません。自らの意思で運動

に励んでいるように感じたのです。見学す

る前はこうした状況を全く想像していな

かったのですが，見学しているうちに「私

もこのようなデイサービスをつくりた

い！」と思うようになっていました。そこ

で，見学先の代表者とデイサービスの開

設，また店舗を適切に運営していくための

コンサルタント契約を結び，その半年後に

福岡県中間市で「リハビリ特化型デイサー

ビスG
グ ラ ン ド

RAND」をオープンすることになり

ました。

御社のデイサービスの特徴を教えてくだ

さい。

　実は，デイサービスを開設した理由の一

つに「私の祖母が通ってくれるような施設

をつくりたい」という思いがありました。

当時，子ども服の店舗を運営していた私と
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グループホームを運営している母は，どう

しても働く時間が長くなっていました。そ

のため，一緒に暮らしていた祖母を１人に

する時間が少しずつ増えていったのです。

そして，加齢と共に体力が低下していく祖

母の体調面がいつも気になっていました。

そこで，私は祖母をデイサービスの見学に

連れて行ったのですが，「年寄りが集まる

ようなところには行きたくない」と言われ

てしまい，利用につなげることができませ

んでした。見学も１カ所だけではなかった

のですが，どこも気に入ってくれません。

　こうしたこともあり，私は利用を嫌がっ

ていた祖母が，「通いたい」と思ってくれ

るようなデイサービスをつくりたいと考え

ていたのです。ただ，デイサービス開設前

に祖母が体調を崩してしまったため，結

局，利用につなげることはできませんでし

たが，そうした思いを基に施設のコンセプ

トを決めていきました。

　まず，当デイサービスが力を入れている

のが施設の雰囲気づくりです。デイサービ

スの利用を拒まれている方の中には，「暗

い」「幼稚なことをさせられる」「施設にい

ても何もすることがない」という印象を

持っている方も少なくありません。そこ

で，そうしたイメージを払拭できるよう，

スポーツジムやカフェのような雰囲気づく

りに力を入れました。スタッフの服装は医

療機関などで使用されている “スクラブ”

で統一し，言葉づかいも馴れ馴れしい話し

方にならないよう気をつけています。なぜ

なら，これから増える団塊世代の利用者に

は，清潔感や丁寧な対応が重要だと考えて

いるからです。

　また，サービスの内容としては，利用者

の機能訓練に最も力を入れていますので，

利用時間内にしっかりと身体を動かしても

らえるよう各種トレーニング機器を充実さ

せています。特に好評なのは，身体全体を

バランス良く筋トレすることができる「rip：

60（リップ60）」です。この「rip：60」

はサスペンショントレーニングとも呼ばれ

ており，自分自身が負荷となって体を鍛え

るトレーニング方法です。「rip：60」は

座った姿勢で行うため，転倒などのリスク

もなく，日常生活では行えないような身体

の動かし方ができます。

　実際，こうした器具はデイサービスを初

めて利用する方にとって目新しく，ほとん

どの方が興味を示します。その他にも，エ

アロバイク３台，ウォーキングマシーン２

台，クロストレーナー２台，リカンベント

バイク１台を設置しており，利用者を待た

せることなく，一人ひとり身体をしっかり

動かすことができています。そして，施設

内のBGMにもこだわり，運動をしている

時は利用者のモチベーションを上げること

ができるようアップテンポの曲，運動後は

ジャズや歌謡曲などのようにゆっくりと落

ち着ける曲を流しています。実際にそうす

ることで，アップテンポの曲が流れると利

用者も「これから運動の時間」という意識

になり，自ら運動を始めてくれるようにな

「rip：60」は，日常生活では行えないような
ストレッチも可能です。
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りました。

　ただし，施設側が一方的に提案するだけ

では利用者の意欲を引き出すことはできま

せん。そのため，初回利用時は理学療法士

が利用者に付きっきりで対応し，「どのよ

うな運動がしたいのか？」について，本人

の希望をしっかり聞き取るようにしていま

す。

　また，これまでの経験から感じたのは，

「男性の利用者は競争意識を刺激するよう

なプログラム，女性の利用者はほかの利用

者と一緒に頑張れるようなプログラムを好

む傾向がある」ということです。中には，

利用者へのヒアリングが長時間に及ぶこと

もありますが，初めの段階でじっくり時間

をかけるからこそ，利用者が前向きに取り

組めるプログラムが出来上がっていくので

はないでしょうか。実際，こうした弊社の

取り組みを見学者にしっかり伝えること

で，利用者の多くは自らの意思で利用を決

めてくれました。

　そして，当デイサービスでは，機器を

使ったトレーニングだけではなく，利用者

一人ひとりに対して理学療法士が個別で機

能訓練を行っています。時間は一人につき

約15分間となりますが，マンツーマンで

行う施術は，利用者に最も喜ばれている

サービスです。

人脈がない地域での開業は苦労しません

でしたか？

　開業して２〜３カ月は，自分でもビック

リするほど苦労の連続でした。いつまで

たっても問い合わせが全くないのです…。

「私にコンサルティングしてくれていた方

のデイサービスには利用者がたくさんいた

し，サービス内容も地域の高齢者に必要と

されるものだ」そう思って開業したのに，

地域のケアマネジャーの方は，誰も当デイ

サービスに興味を示してくれなかったので

す。こうしたことから当初，私をはじめス

タッフ全員の仕事はほとんどありませんで

した。実際，開業して１カ月は利用者が1

人もいませんでした…。そうなると，唯一

できる仕事は「利用者を確保すること」だ

けでした。しかしながら，当時は「何もし

なくても利用者が自然に増えていくだろ

う」と思っていたため，営業方法を何も考

えていなかったのです。

　とは言え，このまま何もせず待っている

だけでは状況が好転することはありませ

ん。まずは，スタッフ全員で一軒一軒チラ

シ配りをすることにしました。デイサービ

スを開業した２月は雪がちらつくような時

期だったため，スタッフには本当に申し訳

ない気持ちでいっぱいでした。そうした

中，ようやく一本の電話が入りました。「チ

ラシがポストに入っていましたが，見学に

伺ってもいいですか？」と。この時は本当

にうれしかったです。その後もスタッフの

みんなでチラシを配り続け，開業から約３

カ月で５〜６人の利用者を確保することが

できました。おおよそではありますが，

1,500軒にチラシを配って１人の利用者を

確保できるというような状況でした。

　なお，その時は気持ちに余裕もなく，「チ

利用者に最も喜ばれている
理学療法士によるマンツーマンでの施術。
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ラシ作成を業者に依頼する」という発想も

思い浮かばず，事業所に設置していたコ

ピー機でチラシを印刷していました。実

際，コピーの利用料金が一番高かった月は

20万円を超えていました。今では考えら

れないようなことをしていましたが，勉強

代です。無知ほど怖いものはありませんね

（笑）。

　しかしながら，利用者が５〜６人になっ

たといっても，経営が安定するわけではあ

りません。やはり，チラシを配り続けるだ

けでは限界があったのです。居宅介護支援

事業所のあいさつ回りも行っていました。

その中で，中間市の隣にある直方市の「ケ

アプランセンターこころ」管理者の梅本さ

ん，そして，ケアマネジャーの植本さん，

城戸さん，齊藤さんと出会い，少しずつ状

況が好転してきました。

　開業から３カ月が経ったころです。当時

を振り返るとそのケアマネジャーのもとに

行ったのは，デイサービスの宣伝ではな

く，単純に私の悩み相談でした。その相談

は，「デイサービスのスタッフとの人間関

係があまりうまくいっていない」「ケアマ

ネジャーの方がデイサービスに見学に来て

くれない」というような内容でした。初め

ての訪問だったにもかかわらず（笑）。こ

うした話を親身に聞いてくれた梅本さん，

植本さん，城戸さん，齊藤さんは，所属し

ていた事業所の代表者や同僚のケアマネ

ジャーなどを紹介してくれ，実際にデイ

サービスにも見学に来てくれたのです。そ

の人数は10人を超えていました。その経

験が次の転機になったのです。

　今思えば，開業した当時の私は，「デイ

サービスをオープンしたらケアマネさんも

見学に来るだろう」という甘い考えを持っ

ていました。サービス内容には自信を持っ

ていたので，どこか慢心していたのかもし

れません。そうした私の考えを，梅本さん，

植本さん，城戸さん，齊藤さんは，厳しく

も温かい言葉で指導してくれたのです。そ

れからはケアマネジャーの方が担当してい

る利用者を安心して紹介できるデイサービ

スだと思ってもらえるよう，気持ちを切り

替えてあいさつ回りを行いました。そうす

ることで，少しずつ地域のケアマネジャー

の方にも信頼してもらえるようになり，今

では口コミで利用者が増えるようになって

きました。

今後の御社の目標などを教えてください。

　デイサービスを開業して約３年が経ちま

したが，昨年，直方市殿町に２店舗目とな

る「フィットネスデイGRAND」をオープ

ンさせることができました。前回の失敗経

験を生かして，開業時期は人の動きが良い

10月にしました。また，中間市のデイサー

ビスは「祖母に通わせたい」という思いか

ら，最短期間で開業できる時期にしてし

まったので，オープン前の準備がきちんと

できていませんでした。そのため，２店舗

目は開業前の内覧会やオープンチラシの配

布などを行い，結果的に順調な滑り出しと

なりました。チラシの配布は現場のスタッ

フの負担にならないよう新聞折込業者に依

頼しました。すると，２週間で約10人の新

フィットネスデイ GRANDの内覧会。
たくさんの方にお越しいただきました。
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規利用者を確保することができ，この反響

には私自身も驚いています。

　なお，今後については各地域にデイサー

ビスを開設していければと考えています。

なぜなら，地域ごとで介護予防について自

治体の考え方が異なるからです。同じ要支

援の認定を受けている方でも，住んでいる

地域で利用できるサービス内容は少しずつ

変わってしまいます。こうした違いは，ど

うしても利用者の不満につながってしまう

ので，このような問題を解消するため，事

業所を少しずつ増やしていきたいです。実

際，地域ごとにデイサービスを開設するこ

とで送迎の移動距離も短くなるので，ス

タッフの負担が軽減できます。また，利

用者が送迎車に乗っている時間も短縮で

きるので，双方にとってもメリットは大き

いです。

　その他にも，現在は提供できていない入

浴や食事のサービスを提供できるデイサー

ビスや，居宅介護支援事業所や訪問看護事

業所なども開設していきたいと考えていま

す。あくまで状況に応じてではあります

が，これからも利用者の要望にお応えでき

るよう頑張ります。

● 起業時に理想の条件なんて
すべては揃わない！？

　初めて福永さんと電話で話をした時，私

の率直な感想としては「そのような状況

で，普通の人はデイサービスを開設しよう

なんて考えないだろう」でした。いや，本

当に。ただ，よく考えれば，私も周りから

同じように思われていたのかもしれませ

ん。いや，絶対に（笑）。なぜなら，私の

場合は，以前の職場に退職の意向を伝えた

後も転職を考えていたぐらいだったからで

す。つまり，起業に対して何の準備もして

いなかったのです。とは言え，起業するこ

とに対して「不安でいっぱいだったの

か？」と言うと，決してそうではありませ

ん。反対に，うまくいくことばかりを考え

ていました（笑）。この心境は福永さんと

共通するものがありますかね？　ただ，正

直なところ少しくらいは楽観的でないと，

思い切った決断はできないのではないかと

感じています。

　しかしながら，起業してうまくいく保証

なんて誰もしてくれません。経営者に必要

なのは，どんな苦難にも粘り強く立ち向

かっていける精神力ではないでしょうか。

実際，そうした気持ちでチャレンジし続け

ていれば，どのような状況でも人生は必ず

好転するはずです。私自身も起業時には全

く想像もしていなかったのですが，2016

年から本連載「選ばれるデイの条件と実

際の取り組み」を

担当させてもらう

ことができました

し，2018年10月

には，『仕事と介

護の両立に悩んだ

とき読む本』（日

本能率協会マネジ

メントセンター）

を出版することが

できました。

　そんな私も，くじけそうになったことは

何度もありました。ただ，そうした状況で

も，自分がやりたいと思って始めた仕事だ

から，「諦める」という選択肢はなかった

のです。今回の取材を通して，自分の歩み

も振り返ることができました。

著書『仕事と介護の両立に
悩んだとき読む本』
（2018年10月27日刊行）
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